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修了判定基準の登録・確認 ②
専攻医 画面イメージ②
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学術集会名
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参加日

学術集会名

参加票
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学術集会名

参加票

参加日

学術集会名

参加票

参加日

学術集会名

参加票

参加日

学術集会名

参加票

教育活動

到達度の自己評価

初期研修医あるいは医学部生の指導

後輩専攻医の指導

メディカルスタッフの尊重および指導

3回目

4回目

5回目

6回目

内科系学術集会への参加
（推奨として、日本内科学会本部または支部主催の生涯教育講演会、年次講演会、CPCおよび内科系サブスペシャルティ学会の学術講演会・講習会など。）

1回目

2回目

　　　　　　　　※10件目まで追加入力ができます。
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受講日

講習会名

受講日

講習会名

受講日

講習会名

受講日

講習会名

受講日

講習会名

受講日

講習会名

プログラムで定める講習会の受講
（医療倫理・医療安全・感染制御に関する講習会：任意の異なる組み合わせで年間2回以上の受講すること。）

　※受講証明書または自筆のメモ書きがある配布資料をアップロードしてください。

　※受講証明書または自筆のメモ書きがある配布資料をアップロードしてください。

　　　　　　　　※10件目まで追加入力ができます。

　※受講証明書または自筆のメモ書きがある配布資料をアップロードしてください。

　※受講証明書または自筆のメモ書きがある配布資料をアップロードしてください。

　※受講証明書または自筆のメモ書きがある配布資料をアップロードしてください。

ファイル

ファイル

ファイル

ファイル

ファイル

ファイル

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

　※受講証明書または自筆のメモ書きがある配布資料をアップロードしてください。
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筆頭演者または筆頭著者として学会あるいは論文発表

1件目

写し

〇　研修　〇 休職等

〇　研修　〇 休職等

〇　研修　〇 休職等

2件目

写し

　　　　　　　　※5件目まで追加入力ができます。

〇　研修　〇 休職等

　　　　　　　　※20件目まで追加入力ができます。

専攻医からのコメント

〇　研修　〇 休職等

〇　研修　〇 休職等

〇　研修　〇 休職等

〇　研修　〇 休職等

〇　研修　〇 休職等

〇　研修　〇 休職等

補足所属期間研修実績
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プログラム統括責任者の画面

1) 専攻医が入力した内容が表示される。

2) 「プログラム管理委員会で修了認定しました」という
チェックボックスと認定日付を入力する項目を追加する。
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1年次（2018年度） 2年次（2019年度） 3年次（2020年度）
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

半
期
ご
と
の
研
修
評
価

一
次
評
価
二
次
評
価
修
了
認
定

技術・技能登録 技術・技能登録

技術・技能
評価

技術・技能
評価

専攻医
自己評価
指導医
評価

専攻医
自己評価
指導医
評価

プログラム
評価

技術・技能登録 技術・技能登録

技術・技能
評価

技術・技能
評価

専攻医
自己評価
指導医
評価

専攻医
自己評価
指導医
評価

プログラム
評価

技術・技能登録 技術・技能登録

技術・技能
評価

技術・技能
評価

専攻医
自己評価
指導医
評価

専攻医
自己評価
指導医
評価

プログラム
評価

病歴要約
一次評価

（プログラム内）

病歴要約 二次評価
（プログラム外評価

内科学会 査読委員）

修了
認定

一次評価でプログラム統括責任者の決裁が完了後、
専攻医が二次評価を依頼する

J-OSLER イベントスケジュール
内科専門研修を3年間で修了を目指す場合

専攻医
評価

多職種
評価

専攻医
評価

多職種
評価

専攻医
評価

多職種
評価

専攻医
評価

多職種
評価

専攻医
評価

多職種
評価

専攻医
評価

多職種
評価

専攻医
が登録
指導医
が登録

経験症例の登録（70疾患群、200症例以上）

病歴要約の登録（29症例以上）
経験症例の個別評価

病歴要約の個別評価

内科専門研修プログラム整備基準 （2017年8月21日）を基に、2018年4月研修開始専攻医向けに作成

期限:12月20日



抜粋版

内科専門研修における形成的評価・指導

形成的評価・指導＝専攻医の気づきを促す
1) 症例登録での自己省察
2) 病歴要約での総合考察

個別評価（担当指導医による）

逐次的に研修実績をJ-OSLERに登録する
⇒ 研修の中断，再開，変更も容易に可能

病歴要約 一次評価（プログラム内）
二次評価（プログラム外）

⇒ 内科専門医として相応しい臨床の歩みを

内科専門研修・指導の証を、適切にJ-OSLERに登録して、
generalityとsubspecialtyの調和のとれた

より良い内科専門医を目指す（育成する）。


